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佐賀県立佐賀工業高等学校 総務部発行  第３１０号（２０１８年６月） 

5月 14日は 120周年の開校記念日でした。120年とは人で言えば還暦 2回分、大

還暦です。学校が誕生したとき、今生きている私たちは誰一人生まれていません。

多布施川沿いの大きな楠もまだ小さかったのでしょうね。式典はこの秋、11 月 3

日に予定されています。 

さて、いよいよ大きな大会が目前に迫ってきました。第５６回佐賀県高校総合体

育大会は 5月 2７日（日）、サッカー競技からスタートします。また高校生ものづくりコンテスト佐賀

県大会は６月９日（土）に開催されます。みなさん、準備は万端ですか。３年生にとっては最後の大

会です。これまで培ってきた力を存分に発揮してください。 

 
 

1年生宿泊研修を終えて     第１学年主任 原口久司 

佐賀県北山少年自然の家にて、平成30年4月23日（月）から25日（水）の日程で、1年生宿泊

研修を実施しました。大自然に親しみ、校訓である「至誠剛健」の精神を養い、生徒と教師が寝食を

共にしながら、生徒相互及び教師との連帯感・信頼関係を深め、自発的で有意義な学校生活を再発見

することを目標に活動しました。 

一日目は、機械科・電気科は井原山（標高 983m）の

登山、電子情報科・建築科は雷山（955m）の登山を行

いました。大きな怪我をすることなく元気に登山するこ

とができ、程よい疲れを感じつつ達成感を感じていた様

子でした。 

二日目は、強い雨のため、すべて屋内の研修を行いま

した。生徒指導主事の原田先生、進路指導主事の野田先生からの貴重な講話を拝聴しました。そのほ

か、本校校歌の歌詞や音程を、クラス単位で協力・工夫を凝らしながら覚えました。最後に、その成

果を発揮すべくクラス対抗で大きな声で校歌を歌い合い、引率の先生の審査および結果発表に大いに

盛り上がりました。 

三日目は、北山少年自然の家を退所したのち、肥前さが幕末維新博覧会 幕末維新記念館の見学を

行いました。生徒たちは佐賀県の幕末時の活躍の状況を改めて確認することができ、関心を持って見

学していました。 

三日間を通して、学年目標「自主・自律」～（自分で考えて、自分で行動する）を実

践するべく活動し、失敗と成功を繰り返しながら、中学4年生から高校1年生へと少し

ずつ脱皮できていたようです。今後の高校生活でのさらなる成長に期待します。 

 

 

１年生北山宿泊研修 
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集まりが遅く、「これでは中学４年生だ」と原口先生に叱られて出発した１年生。研修は厳しくも楽しいものだ

ったようです。生徒の声を拾ってみました。「「山頂でみんなで弁当を食べたのが楽しかった」「登山が達成

感があった」「友達がいっぱいできた」「夜、部屋でみんなと話すのがおもしろかった」「スケジュール

がびっちり決まっていて辛かった」「トンカツ、カレーがおいしかった」「疲れた後の講話は辛かった

けれど、進路先のことなどがわかってよかった」「時間を守ることや協調性が鍛えられた」 

などなど、天候は今ひとつではありましたが有意義な研修となりました。 

 

４月２６日 (木 )には、今年で３年目と

なる「佐賀県とフィジー共和国との青

少年交流事業」の一環でフィジー共

和国のラトゥ・カダヴレヴスクールからの

訪問団３４名が佐賀工業高校を訪れ

ました。  

記念撮影の後、生徒会とラグビーフッ

トボール部の生徒による歓迎セレモニー

が行われました。その際、佐賀銘菓とし

て丸ぼうろと小城羊羹が配られ、お菓子を食べながら親睦を

深めました。また、フィジー共和国の生徒達が披露してくれた

歌は、力強く、ほんとうに素晴らしかったです。 

放課後の親善試合は、２４対２４の引き分け。これで３年間

の通算成績は１勝１敗１引き分けとなりました。  

ラグビーフットボール部の３年生の選手に感想を聞きました。 

「フィジーの選手は背が高いから、低いタックルや素早い動き

で対抗しました。」（矢野裕太郎君・筑紫野中出身）「試合で

はふっとばされた。体ががっちりしていて堅い。体ではかなわ

ないので、パスを勘ではなく正確に送ることが大事だと思いま

した。」（山田航平君・川副中出身）「チーム内のコミュニケ

ーションが大切だと思いました。こう動いてほしいと、もっと

うまく伝えられるようにならなくては。」（黒尾丸聡太君・武雄中出身）「自己紹介や他のちょっとし

た会話が英語でよく通じて、とても嬉しかったし楽しかった。試合ではフィジーの選手の体幹の強さを

感じました。ボールの反応もすごく速かった。スクラムなどのセットプレーをもっとよくしたい。そう

したら攻撃のテンポが作れて、したいことができると思います。」（高祖涼太君・城南中出身） 

相手にぶつかり、考え、自己を磨く。交流も楽しむ。なんとも頼もしい選手たちでした。 

黄金週後半の５月３日（木）、本校体育館において毎年恒

例の吹奏楽コンサートが開催されました。部員数が減った

ため昨年から佐賀東高校と合同での演奏会となっています。

フィジー共和国との国際交流 

吹奏楽部 地域ふれあいコンサート  
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事前に３回集まって練習しての本番。開演３０分前には

来場者が一人もなく、ドキドキしましたが開演時間には

地域の方、保護者、ＯＢの聴衆で座席の８割は埋まり、

張り切って演奏しました。 

曲目はアニメ『僕のヒーローアカデミア』のオープニ

ングテーマ『ピースサイン』など、アンコールを入れて

全６曲。歌あり踊りありの楽しいステージでした。「部員

が７人と少なく、普段は合奏できませんので、今回の合同合奏はとてもいい経験になったと思います。

楽しく演奏できました。」とは部顧問で指揮の久松美由紀先生の弁です。 
 

 

４月２４日、今年度のスクールカウンセラーの臨床心理士の伊藤紀子先生が初めて来校

されました。先生から皆さんへのメッセージです。 
 

４月より相談室に来ることになりました、スクールカウンセラーの伊藤です。

どうぞよろしくお願いします。学校に来ると、楽しいことや嬉しいこともた

くさんありますが、時には「イヤだな…」「困ったな」「どうしたらいいんだろう」

と感じることもあるかもしれません。誰かに話したり、自分で考えたりしながら言

葉に出してみると、嫌なこと、困ったことの中から今まで気づかなかったことが

見つかることがあります。相談室に来て、一緒にお話ししながらゆっくり自分の

ことを考えてみませんか？ 
 

 

 

 

 
 
佐賀県では地球温暖化対策及び節電意識向上のため、夏季期間中は県を挙げて上

着及びネクタイを着用しないこととしています。本校におきましても、特別な場合

を除き、6月 1日から 9月 30日までの期間は、基本的に上着及びネクタイの着用を

要しないことといたします。また５月の 1か月間を移行期間とし、必ずしも上着及

びネクタイの着用を要しないものといたします。趣旨をご理解いただき、行事等に

ご参加の際はどうぞエコスタイルの軽装でお出かけください。 

◆　ラグビーフットボール部 ◆　山岳部　

第５回全国高等学校７人制ラグビーフットボール大会佐賀県大会 優勝 少年男子ボルダリング競技

優勝 テ３－１ 中園　龍成 (鍋島中出身)

◆　ソフトテニス部　 ◆　陸上部

ハイスクールジャパンカップソフトテニス2018 第54回国見台陸上競技選手権大会

ダブルス競技佐賀県代表選考会 一般・高校男子　ハンマー投げ

優勝 平山・重松ペア キ３－２ 平山翔太 (城北中出身) 第1位 キ３－２ 福田　善和 (昭栄中出身)

テ３－１ 重松蛍都 (城北中出身) ◆　社会体育　空手部

平成３０年度佐城地区高等学校ソフトテニス春季大会 第5回日本空手協会佐賀県本部　小・中高生空手道選手権大会

男子団体 第１位 佐賀工業A代表 高校生男子　型の部 準優勝 キ２－１ 横田　陵公 （芦刈中出身）

スクールカウンセラー 

表 彰 

お 知 ら せ 
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日 曜 小テスト 行事予定

1 金 高校総体

2 土

3 日 　　　　　　　　　第二種電気工事士筆記試験

4 月 　　　　　　　　　振替休日

5 火 交通講話（1年）ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ事前指導（2年）ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（3年）

6 水

7 木

8 金 機械製図検定（1次）

9 土 第16回ものづくりコンテスト佐賀大会

10 日 ベネッセ模試（3年進学希望者）

11 月 県下一斉就職希望者学力テスト（２，３年生）企業訪問報告会（3年）

12 火 大学・工場見学

13 水 国語②

14 木 建設フェスタ（建築科3年）

15 金 3年：SPI⑤ 計算技術検定

16 土

17 日

18 月

19 火 人権・同和教育公開授業　・　スクールカウンセラー相談日

20 水 英語② 佐賀大学理工学部施設見学会

21 木

22 金

23 土 第3回高校生溶接競技大会佐賀県大会

24 日

25 月 期末考査

26 火

27 水

28 木 　　　　　　　服装頭髪検査

29 金 機械製図検定（2次）

30 土

６ 月 行 事 予 定 

佐賀県立佐賀工業高等学校 
所在地 〒840-0841 佐賀市緑小路１－１ 

  TEL 0952-24-4356  FAX 0952-25-7043 
（ホームページ）  

http://cms.saga-ed.jp/hp/sagakougyoukoukou/  

編集後記  

丸ぼうろや羊羹はおいしいけれど、見た

目が色も形も地味だと感じます。もっと

華やかなものはないのか、と思うのは･･･

見栄でしょうか。フィジーの伝統的なお

菓子はどうでしょうね。同じように地味

で素朴なものではないかと想像します。    

Ｋ 


